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 函館で生涯を終えたロシア人を通して見た20世紀前半の函館   

・はじめに  

 ◆１９世紀後半～２０世紀初頭の函館のロシア人 

   ▪ ロシア領事館関係者・ロシア語教師（お雇い外国人）・宣教師・漁業家 

   ▪ 寄港したロシア海軍軍人・漁業関係者（漁場の労働者） 

 ◆２０世紀前半の函館のロシア人 

   ▪ 旧教徒／古儀式派（宗教亡命者） 

   ▪ 白系ロシア人（政治亡命者） 

１．２０世紀前半函館の白系ロシア人の特徴 

  ▪ 1917年のロシア革命、続く国内戦争の混乱の中で約150万人がロシアを離れる 

   ▪ 1925年の157人（函館在住白系ロシア人の最大値） 

  ▪ 露領漁業の出漁基地⇒天然の良港＋カムチャツカ、ウラジオストクとの結節点、 

   ロシア語の高い需要  

  ▪ ハリストス正教会（元町）は亡命者の精神的支柱 

  ▪ ２１世紀の在日ロシア人との相違点 

２．函館で生涯を終えた白系ロシア人 

 （１）ロシア人家族：アルハンゲリスキー、シュウエツ、ズヴェーレフ 

 （２）夫が日本人：成田ケイ子（ナデージダ）、入間川勝子（エフロシーニャ）、 

          長谷川光子（ナデージダ） 

 （３）妻が日本人：サファイロフ、カロリョフ 

 ※着目点：⓪出生地 ①来函直前の居住地・職業 ②来函時期と来函の経緯 

      ③来函後の職業（本人／配偶者） ④家族 ⑤没年・墓地 

３．白系ロシア人を通して見えてくる２０世紀前半の函館 

  ▪ 1925年1月20日 日ソ基本条約締結→ソ連領事館（船見町）の開設、国籍選択、「白」と「赤」 

   ▪ 1932年秋 ソ連極東の収容所から脱出・漂着者 

  ▪ 1934年 「昭和9年の函館大火」 

  ▪ 函館の幼稚園小中学校に通う亡命第二世代 

・おわりに 
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